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潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸⅦ

川内市沖合海域の場合
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Abstract

Concemingthereefsofconcreteblockset，sunkenatthe6spotsinthesea-frontoffSendai

city，Kagoshima-prefecture，divingobservationswerecarriedoｕｔｔｗｉｃｅ；ｉ､ｅ､，inAugustof

l983，ａｎｄｉｎＯｃｔｏｂｅｒｏｆｌ９８６，withthefollowingresultsobtaine.．

（１）Ｉnthereefssunkenatthissea-front,theheightsofthereefwereattheextentfrom３－１０

ｍ，whichwerehigherthanthosesetsunkenatothersea-fronts・Theformsweregenerallyofthe

mountainshapedones，themostnumerousofwhichwerethosｅｈａｖｉｎｇｔｗｏｓｕｍｍｉｔｓ．

（２）Thesortsofthefishconfirmedbytheobservationswereasinthefollowing，namely：

Overthemid-waterlayerdirectlyabovethereef，therewerebigschoolsofHorsemackerel

71rzzcﾙ"、s””cz‘sandBarracudaSPﾉhyme72ascﾙ姥F"Whilenearthereefthereweretheschools

ofBottomperchAPQgひ'zs伽"，zezztzﾑsParrotfishqPAj‘gｱzα坊z‘s伽伽z‘sSlatebream助cｍγ伽CAZ‘s

Pzc“，andChickengruntRz抑伽抑”城加ezz如加．Ontheotherhandovertheseabottom

aroundthereeftherewasaschoolofCrimsonseabreamEzly7z城””αZ．

(3)Thesortofthereefshavingthemostexcellentgatheringeffectivitywasascertainedtobe

theshapeofthree-headedmountainconsistingofthreesetsofblock-groups・Anditwas

confirmedthatthespotswherethenumerousfishesweretobeallured，weretheconcaved，

valleylikespacesformedbetweentｈｅｔｗｏｓｕｍｍｉｔｓｏｆｔｈｅｔｈｒｅｅmountains，respectively．
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*２深海サルベージ株式会社

（ShinkaiSalvageCo.，Ltd，6203-5,Shimofukumoto，Kagoshima，891-01Japan）
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川内市沿岸海域は豊富な水量を擁する川内川の河口域を中心とする浅海域が沖合まで広が

り，漁場造成学的にみても人工魚礁の好適地としてあげることが出来るようである。今回，

昭和58年と昭和61年の両年度において，当海域の６個所の人工魚礁の実態を潜水観察により

検討したのでその結果について報告する。

設置の概要と観察方法

当海域の人工魚礁（以下魚礁と呼ぶ）は，昭和32年に投入が始まり，今日迄計20個所に設

置されている。魚礁の種類はコンクリートブロック（以下ブロックと呼ぶ）魚礁が16個所，

沈船，廃バス等のその他の魚礁が６個所となっている。ブロック魚礁の内訳は１ｍ角４個所，

1.2ｍ角１個所，１．５ｍ角５個所，略３ｍ角３個所で，このような正六面体角窓付ブロックが

圧倒的に多い。このブロック魚礁は合計4532個，17379㎡という数字になりその規模の大き

さを知ることが出来よう。なおこれらの魚礁の中には３個所の大型魚礁（9892㎡）が含まれ

ている（Tableｌ)。

次にこれらの魚礁群の設置状況をみると，小型の天然礁付近に設置したものと，２～４個

の魚礁群を１個所に集中して曽根扱いにしたものが多くなっている。またその配置状況をみ

ると，沿岸域の各地先に略均等に設置されている。また水深別にみた場合は，並型魚礁を３２

～４７ｍ，大型魚礁を38～50ｍの水深域に投入している。観察した魚礁は昭和58年８月に１

個所（Ｓ－１魚礁)，昭和61年１０月に５個所（Ｓ-2～Ｓ－６魚礁）の計６個所である（Fig.１)。
調査方法はこれまでと同じ手法')のスキューバ潜水により，各魚礁の形態，埋没，付着生物

及び婿集魚の状態を調べた。また魚礁の調査と併行して漁場観測を行ない，底質の粒度組成，

水温，塩分，溶存酸素量を求めた。なお調査船には本学調査船ゆめ（2.8トン，２５ｐｓ）を使
用した。

観察結 果

Ｓ－１魚礁（Fig.２，Table２－１，ＰｌａｔｅＩ）

原子力発電所沖1400ｍの“ビヨン出”と呼ばれている１ｍ角のブロック魚礁群である。設

置年と投入個数は，昭和43年，196個，昭和47年，261個で，総個数は457個となる。設置水

深は37ｍ，周辺の海底は平坦，底質は砂質，海底面には砂漣が形成されている。

魚礁は１山型の３群からなる珍しい形態を有しているが，各ブロック間の距離は図示する

ように12～20ｍと短いため中央部に凹みをもつ略三角型の大型魚礁とみてよい。ブロック群

は３段積みであるので魚礁の高さは約３ｍとなる。また西側のブロック群は観察の結果では

昭和47年度投入のもの，東側の２個のブロック群は昭和43年度投入のものとみられる。埋没

は深さ約20cm・付着生物は小型のフジツボとオオトゲトサカが豊富に付着している。またブ

ロックの上面に浮泥状物質が堆積し，多くの捨網もみられた。

婿集魚の状態はまず礁上の上層に広い範囲に亙って体長20～25cmと約18cmの体型の異なる

マアジの大群，その下層に体長約30cmのカマス群が夫々占位していた。魚礁周辺にはネンブ

ツダイの他コショウダイ，イシダイ，イサキ，マハタ等がみられた。このうちネンブツダイ
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Ｆｉｇ．１．Settinglocationsoftheartificialreefsandtheobservedreefs．

○：Artificialreef●：Artificialreefobservedthroughdiving

↓ま各ブロック群の汐上部に，イサキとコショウダイは汐下の渦流域に，イシダイは各ブロッ

ク群の中間の凹部に夫々占位していた。また体長15～18cmのチダイが魚礁の周辺において観

察された。

Ｓ－２魚礁（Fig.３，Table２－１，Ｐｌａｔｅｌ）

川内川の河口の西方約2800ｍ，水深33～34ｍに位置している魚礁で，“昔の笠出し”と呼

ばれる１ｍ角のブロック魚礁と，昭和56年度投入の“原電前のビロン出”と呼ばれる略３ｍ

角ブロック魚礁よりなる混成型のブロック魚礁である。今回観察した魚礁は，その１部の１

ｍ角ブロック群と２段積みの略３ｍ角ブロック魚礁群とみられる。この略３ｍ角ブロック

魚礁は約10ｍの間隔をもつ２山型を形成している。付着生物は豊富で，ウミシダ，ウミオオ

ギ，ムチヤギ，オニトサカ，フジツボ等が多く付着しており，魚礁の一部に捨網も見られた。

婿集魚はかなり多い。まず礁上には上層より体長18～20cmのマアジの大群，その下方に体

長約60cmのカンパチの他，体長約40cmのカマスの大群と体長25～30cmのイサキの群が夫々認

められた。また魚礁の周辺には体長50～60cmの大型のコロダイの大群の他，イシダイ，クロ

ダイ，メバル，ヨコスジフエダイ等が群泳していた。この他，体長１２～15cmのチダイ群が両

ブロック群の中間の鞍状の場所に，また体長１～２cmのネンブツダイの稚魚群が南東側のブ

ロック群上に夫々みられた。
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Ｓ－３魚礁（Fig.４，Table２－１，ＰlateⅡ）

川内川の河口の導流堤突端より北西方約2500ｍ，水深41ｍの“こからもたせ”に昭和51年

１０月設置された並型魚礁で1.5ｍ角ブロック121個よりなる。その設置形態は最大長30ｍのｌ

山型で底面は楕円形状をなしている。周辺の海底面は略平坦であるが，前述のＳ－２魚礁の

場合と同様に砂漣が形成されている。埋没の深さは約20cm，付着生物は殻長２～３cmのフジ

ツボが全面に付着している他，ウミシダ，ヤギ類，ウミトサカ等がみられた。また大量の捨

網が羅網していた。

帽集魚は小型の魚礁ながら豊富である。即ち魚礁の真上の最上層に体長18～20cmのマアジ

の大群，その下層にカマスの密群，更にその下層の魚礁上にネンブツダイの大群が夫々占位

していた。ブロックの周辺にはコロダイ，イシダイ，ヨコスジフエダイ，クロダイ，ハタ類，

イサキ,ウマヅラハギ等が,またブロック近くの海底面上には体長15～18cmのチダイ群が夫々

観察された。なおこの潜水時には約20cm／seｃのかなり早い南東流の底潮があったが，魚礁

の汐上部にはネンブツダイ，チダイ，イシダイ，コロダイが，また汐下部にはウマヅラハギ

が夫々占位していた。なおこの魚礁に帽集していた魚群量は，前述のＳ－２魚礁に比し，マ

アジは略等量であったが，カマスとネンブツダイははるかに多かった。
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Ｓ－４魚礁（Fig.５，Table２－２，ＰlateⅡ）

川内市の西方（にしかた）にある平瀬鼻の東方約3000ｍ，水深36ｍに設置されている並型

魚礁で，ウマヅラハギの好漁場と云われている。魚礁は小さい規模の１ｍ角ブロック魚礁で，

その設置形態は２段積み，底面形状は一辺長が25～30ｍの略三角形をなしている。２段積み

の部分は，図示するように３個と８個の２つのブロック群に分かれている。周辺の海底面は

平坦で砂漣が形成されている。埋没の深さは概して25～30cmであるが，魚礁の北東部でかな

り進捗しその最大深さは50cmに達している。付着生物はフジツボが全面に付着している他，

オオギウミヒドラ，ウミトサカ等が所々にみられた。また３個所に捨網が羅網していた。

婚集魚は魚礁の直上に多く，最上層にマアジ群，その下層にカワハギとウマズラハギの混

棲群，魚礁上にネンブツダイ群が夫々認められた。魚礁の周辺にはイシダイ，マハタ，クロ

ダイ，コロダイの小群が群泳。なおマアジ，チダイ，ネンブツダイの群は汐上部に，またウ

マヅラハギとクロダイの両群は汐下部に夫々 占位していた。また体長15～18cmのチダイ群が

魚礁から５～６ｍ離れた海底面上にみられた。

Ｓ－５魚礁（Fig.５，Table２－２，ＰlateⅢ）

前述のＳ－４魚礁の南東方約500ｍに位置しているブロック魚礁で，昭和58年投入の1.5ｍ

角ブロック118個等よりなる。周辺の海底面は平坦,水深は37ｍである。ブロック魚礁の設置

形態は最大長が約15ｍの１山型で３段積みの小さい規模のものである。埋没はほとんどみら

れない。また付着生物も認められなかったが，ブロックの上面に糊状の浮泥状物質が堆積し

ていた。婚集魚は貧相で，ネンブツダイ，イサキ，イシダイ，チダイを小数尾認めたに過ぎ

ない。なお魚礁付近の透明度は低く，その視界は約３ｍであった。
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Ｓ－６魚礁（Fig.６，Table２－２，ＰlateⅢ）

唐浜の牛ノ頚の東北東約1900ｍ，水深44ｍに位置している魚礁で，昭和56年投入の略３ｍ

角ブロック32個からなる。周辺の海底は平坦で海底面には砂漣が形成されている。

魚礁の設置形態は長軸35ｍ，短軸20ｍの楕円形に似た底面形状をなす３段積みの２山型で

ある。埋没の深さは約20cm，付着生物は高さが30～40cmもある大型のオオウミヒドラが多く
認められた。

婿集魚の状態は，図示するように，汐上みの頂部の上層にマアジとカマスの両群，汐下の

頂部の上層にカマス群が夫々占位していた。また汐上みのブロックの周辺にはネンブツダイ，

ウマヅラハギ，イシダイ等が，また魚礁中央部の鞍状の場所にカンパチ，カマス及びイサキ

の各群が夫々認められた。

考 察

観察した６個所の魚礁は，１辺長が１，，１．５ｍ，略３ｍの３種類の正六面体角窓付コン

クリートブロック魚礁である。設置水深は35～43ｍ，設置後の経過年数は新しいもので２年，

古いもので26年であるが，概して１０～15年経過したものが多い。全ての魚礁は遠浅の平坦な

海底地形のところに設置されている。海底面には全て砂漣が形成されていた。埋没は設置場

所により進捗速度が異なるが，水域別にその値を略算すると，川内川の河口沖合のように複

雑な流れが形成され易く，また堆積物の多い水域では３．１ｍ／年（Ｓ－２魚礁)，流れの比較

的遅い北方の西方沖では１．１ｍ／年(Ｓ－４魚礁),同じく南方の寄田沖ではｌ～1.5ｍ／年(Ｓ－１

魚礁）となる。なお川内川の河口沖合におけるこの値は吹上浜沖の値2)と略一致している。

また洗堀はほとんどの魚礁の北面又は北東面において形成されているところから，この海域

の下層では南流もしくは南西流が卓越しているものと考えられる。

各魚礁の形態は１山型，２山型及び多山型のいずれかに属し，阿久根，出水海域で多くみ

られる分散型3)のものはない。また魚礁の頂部の高さは３～10ｍの範囲のものがほとんどで，
他海域の場合より相対的に高い魚礁となっている。

次に婿集魚の状態をみると，浮魚はマアジ，カマス，カンパチ等，底魚はネンブツダイ，

コロダイ，イサキ，クロダイ，ウマヅラハギ，ヨコスジフエダイ，ハタ類，チダイ等が主な

ものである。各魚種の占位場所についてみると，マアジが魚礁上の最上層に，カマスがその

下層に夫々魚礁を中心とする広い範囲に亙って群泳していた。ネンブツダイはほとんどの魚

礁の汐上部に密群を形成，岩礁性魚類のイシダイ，クロダイ，ハタ類等はブロックの内外部

に広く占位，イサキは２山型魚礁の鞍部もしくは魚礁の凹部に多く群泳していた。またほと

んどの魚礁において，魚礁から数メートル離れた海底面上に多くのチダイ群を認めた。

魚礁の形態別にみた魚群の帽集状況をみると，婚集量の最も多い魚礁は頂部の高い２山型

（Ｓ－２魚礁）と多山型（S-l，Ｓ－６魚礁）である。頂部の高い魚礁は概してマアジ，カマス

のような浮魚の蛸集密度が高くなる傾向をもつ。また２山型および３山型では，その中央部

の鞍部，もしくはそれに相当する海底面上にイサキ，コロダイ，イシダイ等のような魚礁度

の高い魚群を多く蛸集させている傾向がみられた（Ｓ－３魚礁)。３個のブロック群よりなる

S-l魚礁は魚礁群の間隔が１０～20ｍと狭いためブロック間の海底面が２山型の鞍部を形成
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した形となり，イサキ等の魚群を帽集せしめているようである。これは凹みの効果2)を発揮

している典型的な好例と云えよう。なお今回は１ｍ角，１．５ｍ角，略３ｍ角のブロックにつ

いて観察したが，ブロックの単体の大きさ別にみた魚群の帽集密度は寸法の小さいブロック

魚礁程その密度がやや高くなる傾向を示すことがわかった。

次に魚礁の潜水観察と併行して実施した漁場観測の結果（Fig.７，Table３）から底質の

粒度組成をとりあげ,海域の魚礁漁場の環境について考察を加えてみた｡まず中央粒径値(1Ｗ

＃値）は1.1～2.6‘と粒径の値はかなりの巾をもつが，概して川内川の河口沖合は細砂部が

広く形成されている。また北方の西方と南方の天狗鼻の沖合では，大きい粒径の砂質部が河

口沖合にむかって舌状に張り出していることから，この水域の底質流は南流及び北流がより

卓越していることを示している。優れた魚礁漁場（Ｓ-1,Ｓ－２魚礁）を有する寄田沖は１．５

‘以下の値を示し，底質の粒径の値は大きい傾向をもつ。また淘汰度(ぴ‘）及び歪度(SAj）

の値をみると当海域の魚礁漁場の底質は淘汰良好であり，また海底付近の流れの強さと良く

対応していることを示している。

要 約

川内市沖合海域に設置されている６個所のコンクリートブロック魚礁の設置状況と魚群の

帽集状況について，昭和58年８月と昭和61年10月に潜水観察を実施した結果，次のような知

見を得た。



ぬ
い
。
［
函

鹿児島大学水産学部紀要第36巻第１号（1987）

（
ｐ
）
・
昌
屋
①
借

』
①
湯
珂
『
①
○
句
壱
．
の

い
の
。
［
函

つ
の
。
［
函

●●●●●●●

一ｰｰ一一ｰｰ

ののの〔ノブののの

●●●●●● ● ● ● ● ●

＄己ｊ己ｰｰ一一一．己一一~

のののの〔/ 〕のののののの

ＴＣＴ
のの

cY‘ｆ寸干
のののの

ＧｑＣＹｺマｕつくＯｔ－ＯＯ
~~胃門司一一

一CqCYコマＬＯ〈ｏｔ－ＣＣＯ〕。~
胃一

《 Ｃ Ｃ Ｙ 。 。 Ｏ 《 ◎門守再《ＣＣｑ<Ｃ<Ｃ
門門ＣｑＣｑＣＹうＣｑＣｑＣｑＣＹうＣｑＣｑ
●●●●●●●●●●●

つ。。ｏＯつ。。。ｏｏ

ＩｌｌｌＩ’

０コ０，Ｏ《YうｕつＣｑＥＹ。

門ＣｑつつつＣｑ◎
●●●●●●●

つつ 。Ｃ つつ つ昼
竃
昼
。
昼
ご
『

首
①
昌
弓
①
”
日
○
君
○
四

◎ＯＬ｡oＯｔ－。ＣｑＣＹ。ＯＯＣＹ。ｔ～つ
cY〕ＬＯｔ－Ｕつに～守<ＣＥＹ。Ｃ団◎０◎Ｏ
●●●●●●●●●●●

◎ＣＯつ◎０つつ~Ｃつ

。◎◎守つ寸<◎。
<･《Ｃ◎ＯＣｑ◎０寸。◎
●●●●●●●

つ◎つ門つつつ

守寸寸<ＯＯＯｏ<･司吋ｃｑつくＣ
ＧＣ《ＯＣｑＣＹコマ<Ｃｕつくｏ~<CCYう
●●●｡● ● ● ● ● ● ●

CｑＣＱｏＣｑＣ ｑＣｑ~Ｃｑ再ひ。戸

や
四
・
［

や
唖
・
函

函
①
。
［

寸
寸
・
［

④
［
・
【

国
師
・
函

寸
＠
．
函

（
ロ
【
。
。
）

○
・
口

い
つ
・
マ

ト
の
。
、

』
Ｃ
・
守

蔵つつ~ごY〕Ｃｑつｕつ
[～つつつＯＣｑ再
●●●●●●●

ミドョ叫至＄寸司４司吋寺

（
誤
）

声
嵩
員
冨
面
の

》
［
・
》
雨

⑦
［
・
》
ぬ

の
画
・
》
ぬ

［
函
・
寸
雨

［
国
・
寸
雨

↑
国
・
》
、

函
国
・
寸
的

（
Ｐ
）
・
日
雇
①
Ｐ

３
湯
四
日
○
君
○
四

。
［
・
画
画

。
画
・
函
画

四
○
・
画
函

。
①
。
［
函

９
句
口

つ
。
。
、
［

つ
》
・
［
函

函
⑦
。
”
［

西
西
・
西
［

雨
［
・
つ
函

の
国
・
［
ぶ

つ
雨
・
［
画

［
函
・
［
国

困
⑦
・
ぬ
［

4８

．
ｏ
ｚ
ｐ
Ｏ
ご
国
の

つ
［
・
南
国

、
［
・
ぬ
函

つ
函
・
両
国

つ
函
・
雨
国

。
ｍ
・
函
因

め
⑦
。
函
函

●
ぬ
冒
○
【
苗
シ
淵
①
ｍ
Ｐ
ｏ
で
ロ
コ
Ｏ
Ｈ
ｍ
ｍ
昌
二
圏
｝
①
召
｝
○
里
｛
。
＄
函
・
命
①
室
珂
借

●

（
日
）

彊
旦
の
口

《･再<ロ［～

CYう＜４ＣＹうＣＹ。
、
マ

マ
》

面
画

め
め

＠
ｍ

＠
ｍ

ｍ
函

⑯
［

０．０，｡，Ｏ、
ＣｑＣＹつくY。Ｃｑ

ばつｔ～罰ヨペつｕつ
~ＣｑｇＹ。ＣYつＣＹうＣｑ

つ
め
恥
ｍ
［

つ
つ
皿
師
［

つ
つ
函
［
［

つ
○
函
つ
【

つ
。
”
［
【

ぬ
寸
函
の
つ

中
国
”
ぬ
［

ぬ
［
函
、
［

○
つ
》
ぬ
［

つ
め
函
寸
［

ｏ
寸
函
》
［

ぬ
園
函
》
［

ぬ
［
函
》
［

ぬ
。
》
》
［

○
ぬ
函
面
［

。
寸
函
雨
［

つ
め
”
ぬ
［

○つつＬＯＣｑｕつつ
胃ＣＱ〈Yう＜４ｕつＯＣｑ

●●●●●●●●●●●●●●

月一一再一ＣｑＣ,。
~~門一門門司

①
昌
冒
僧

、、、

》
［
・
つ
［
・
［
》
の

、

唖
［
・
つ
［
・
［
や
の

。，

ＣＱ
●

つ

月、、、、、、、、、、
●

再

<ｐ

〔/〕

、、、、、、

［
、
．
。
［
・
［
や
の



肥後・HAHuLY・福元．斉藤．吐師：人工魚礁の実態について－ＸⅦ 4９

(1)当海域の魚礁は頂部の高さが３～10ｍと他海域の場合より高い傾向を有している。その

形態は全て山型をなし，複数のブロック群よりなるもの及び１山型や２山型をなすもの等

様々である。

(2)観察した主な魚種は魚礁の上層のマアジとカマスの大群，魚礁付近のネンブツダイ，イ

シダイ，コロダイ，イサキ，ヨコスジフエダイ，魚礁周辺の海底面上を群泳するチダイ等で

ある。

(3)優れた魚礁は近接した３個のブロック群よりなる魚礁と２山型の魚礁で，中央部の凹み

の部位に魚群の帽集密度が高くなる現象を確認した。

この研究は昭和58年度文部省科学研究費及び昭和61年度川内市受託研究費により実施した

もので，研究の推進に当り御助力をいただいた鹿児島県西薩区水産業技術改良普及所及び川

内市漁業協同組合に対し深甚なる謝意を表する次第である。
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